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提案課名  スポーツ推進課   

報告者名  北口 慶太     

事案名 女子野球タウン認定記念イベントの開催について 

     有 

資料 

     無 

提
案
趣
旨 

 本年５月に申請を行った（一社）全日本女子野球連盟（以下「連盟」という。）に

よる「女子野球タウン」の認定について、連盟から内定が得られたことから、女子野

球タウン認定記念イベントを開催し、連盟との女子野球タウン認定調印式を行うと

ともに、秦野市女子野球タウンロゴのお披露目を行い、全国１３番目、神奈川県初と

なる「女子野球タウン」認定を広くＰＲすること、また、今後、本市が女子野球の普

及を推進していくことについて、その概要を報告するものです。 

概
要 

 「女子野球タウン認定事業」は、女子野球普及と地域活性化のために連盟が行って

いる取組みで、本市の「女子野球タウン」認定について連盟から内定がありました。 

 今後、女子野球を通じた女子野球の普及と地域活性化を図るため、１２月１１日

（日）に女子野球タウン認定記念イベントを開催し、連盟（代表理事：山田博子氏）

から女子野球タウンの認定書の交付を受けるとともに、女子野球タウン認定調印式

を実施します。 

 さらに、イベントでは、はだのふるさと大使で元女子プロ野球選手の加藤優さん

や、今夏、甲子園球場で決勝が行われた「第２６回全国高等学校女子硬式野球選手権

大会」で優勝した横浜隼人高校女子野球部の市内在住選手らを招き、女子野球普及

のシンボルとして作成した秦野市女子野球タウンロゴをお披露目するほか、地元の

女子硬式野球チーム「西湘フューチャー」による女子野球教室等を開催します。 

 今後は「女子野球タウンはだの」として、「子どもから大人まであらゆる世代の女

性が野球に親しみ・楽しむ秦野（まち）」を目指し、関係団体等と連携を図り、女子

野球の普及推進を進めていきます。 

経
過 

令和３年７月～   加藤優さんのはだのふるさと大使就任後、スポーツ推進に係

るＰＲ動画の撮影などの様々な取組を実施 

令和４年５月  （一社）全日本女子野球連盟に女子野球タウン認定申請書を提出 

        加藤優さんの女子野球塾「サニーキャッチボール」の開講を支援 

今
後
の
進
め
方 

令和４年１１月   イベントについて、市議会議員及びマスコミに情報提供 
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   女子野球タウン認定記念イベントについて 

 

令和４年１１月１日  

スポーツ推進課    

１ 日時 

  令和４年１２月１１日（日） 

  午後１時～午後１時３０分 

 

２ 会場 

  中栄信金スタジアム秦野 

 

３ 出席者・団体（予定） 

・市長 

・（一社）全日本女子野球連盟 山田博子代表理事 

・サニーキャッチボール女子野球塾 加藤優代表 

・横浜隼人高校全国優勝の本市在住選手 田上亜純選手、水島来望選手 

・秦野市少年野球連盟、西湘Ｆｕｔｕｒｅ、横浜隼人高校女子野球部 

 

４ 内容 

 (1) 女子野球タウン認定記念イベント 

連盟から女子野球タウン認定書の授与及び女子野球タウン認定調印式を

行います。 

また、東海大学芸術学部芸術学科（池村明生教授）の協力により、女子

野球普及のシンボルとして作成したロゴマークをお披露目します。 
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 (2) 当日のその他のイベント 

   女子野球タウン認定記念イベント 

終了後、サニーキャッチボール女子 

野球塾と横浜隼人女子硬式野球部に 

よる女子野球教室、女子中学生硬式 

野球チーム西湘Ｆｕｔｕｒｅの練習 

体験など女子野球普及のためのイベ 

ントを開催します。 

 

５ 「女子野球タウン」としての今後の取組み 

第２期秦野市スポーツ推進計画の基本理念「ライフステージ・志向に応じ

て『はつらつと・だれもが・のびのびと』スポーツに親しみ・楽しむ秦野（ま

ち）」に沿って、「女子野球タウン・はだの」の基本理念を次のとおりとしま

す。 

子どもから大人まであらゆる世代の女性が 

野球に親しみ・楽しむ秦野（まち） 

 ○女子野球の普及促進を通じて「スポーツを通じた女性の活躍促進」につな

げていきます。 

 ○女子野球の環境醸成を通じて「ジェンダー平等、共生社会の実現」につな

げていきます。 

 ○女子野球を応援する視点から、多くの協力者・団体の輪をつくり、地域の

一体化、活性化につなげていきます。 

 ○将来、世界で活躍する女子野球選手の輩出につなげていきます。 

 ○女子野球の普及を通じて「関係人口の増加」に、母親になっても野球に関

われる環境をつくり、「定住人口」の増加につなげていきます。 

【基本理念の実現に向けたステップ】 

□ＳＴＥＰ１ 市内外の関係者・団体とともに、女子野球普及のための環境を

創造 

□ＳＴＥＰ２ 小学生女子をターゲットとした普及活動を展開し、裾野を拡大 

□ＳＴＥＰ３ 年齢が上がっていくごとに野球に親しみ・楽しむ環境が少なく

なることから、小学生女子への普及とともに、その成長に応じ、

中高生や大学生、社会人、母親と、ライフステージに応じた野

球に親しみ、楽しむ環境を醸成 
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